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2021年度授業研究報告書

「聴覚障害児の生理及び病理」
－2クラス制での対面実技演習と，聴覚障害学生への配慮ある授業開講－

立入 哉

1．授業の基本情報

・開講時期：後期
・科目区分：学部・特別支援教育専門科目
・登録学生数：21名

2．授業の開講形態について

2021年10月から対面授業，2022年1月
以降は遠隔授業となった．
1）対面授業の実施との聴覚障害学生への工
夫
なお，10月からの対面授業では，実習機材

の数が少ないため，十分な実習を行うために，
クラスAと，クラスBの2クラスに分けて開講した．
対面授業の実施期間中，本講義では，様

々な聴力検査を実際に体験し，検査法自体を
習得する内容が含まれている．実習が必要な
内容は10～12月の対面授業期間に実施し，
教科書で学べる内容について後半の遠隔授業
で実施することができた．
前半の機材を用いた実習時間については，

例えば，聴力検査を行うオージオメータは1台が
140～160万円，脳波聴力検査は1台が300
万を超すため，学生がそれぞれ実習する台数を
購入できない．このため，21名のクラスを受講
生が受講できる時間帯にて，2つに分け，同じ
内容を週に2回（月曜1時間目・水曜日・5時
間目）実施した．このことで，そもそも大きな教
室で（四号館北41教室）で密になりにくい環
境であったが，より感染拡大防止のために密に
ならない授業環境を実現することにもつながった．
オージオメータによる聴力検査実習では，2台の
オージオメータを利用し，被験者役と検査者役
を順々に実習する形で実施した．距離が近くな

るため，検査者はマスクとフェースガードを利用し
て実習を行った．また，接触したボタン・ダイヤル，
受話器などは，その都度，消毒を行った．

■聴覚障害学生への配慮
聴覚障害学生は講義者の音声を文字に変

換して見ることができる情報保障を受けている．
しかし，実習場面では実際にやっていることと，
文字の呈示までにタイムラグが生じ，内容伝達
に支障が生じる．このため，補聴器利用学生
1名，人工内耳利用 2名に無線で音声を飛ば
すリモートマイクを装着し，かつ，音声だけでは
不十分で口話情報（唇の動きを見て何を話し
ているかを見分ける「読話」）を使うことを考えた．
しかし，通常のマスクでは口の動きが隠れてみる
ことができない．そこで，聾学校の教育実習で
も使用されていたユニチャーム製の「顔が見えるマ
スク」を使用して，実習指導を行った．

写真：「顔が見えるマスク」

ユニチャームホームページから引用
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2）遠隔授業の実施との聴覚障害学生への工
夫
遠隔授業では学生の理解度を測ることが難し

く，また授業内容の重点箇所が伝えにくい問題
がある．そこで，従来より行っていた，授業ごと
の小テストをpdfとしてMoodleにUPし（図1），
各自のスマホにてスキャンして期日までに返送す
るように要求した．物事を記憶するためには書く
ことによる多感覚化が必要とされるが，小テスト
を課すことで，授業内容を振り返り，教科書を
読み直すことができ，学生には十分な復習の機
会提供ができた．教員側は小テストを通して授
業理解度を測定することも可能であった．また
学生の小テストへのモチベーションUPのため，採
点後，2回分をまとめて各自の住所にヤマト運
輸DM便を用いて，小テストを返却した．

■聴覚障害学生への配慮＝字幕付動画授業
後半は，Moodle上にyoutubeにUPした授

業動画のURLを貼り付ける形で動画授業を実
施した．この授業には，聴覚障害学生の受講
があるため，授業動画には字幕が必要である．
先述の通り，聴覚障害学生は講義者の音声を
文字に変換して見ることができる情報保障を受
けている．しかし，実習場面では実際にやってい
ることと，文字の呈示までにタイムラグが生じ，
内容伝達に支障が生じる．そこで，授業動画
については，事前に文字起こしを行い，画面上
に字幕を挿入した．

3．授業アンケートとその結果について

表2に挙げた項目について，5選択肢により選
択するアンケートを Googleフォームを使用して
実施した（表2）．

4．授業者の感想

今回，遠隔授業期間中の小テストを採点後，
返送したことで，対面で行った最終試験の到達
度は昨年度より高く，学生が積極的に復習に
取り組んだ結果と思われた．

クラス分けについては，好評だったと考えた．
それぞれ高価な機械なので，受講学生それぞれ
が，僅かな時間でも実際に操作できる時間を確
保するために役立ったと思う．
15回分の授業内容のうち，12月までに実習

が必要な内容を詰め込んだため，やや詰め込み
になってしまった感はぬぐえない．後半の教科書
を用いた知識の学修は十分な成果を上げること
ができたと思うが，実技内容の修得は最終試験
で実技検査を取り込めなかったこともあり，不安
が残った．

図1：小テストの例

図2：字幕付き授業動画の例
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表2：アンケート集計結果（回収 12人）

１．自分は積極的に取り組めましたか？ ５．授業では重要な箇所を強調できていましたか？
強くそう感じる 7人 強くそう感じる 8人
そう感じる 5人 そう感じる 4人
※どちらでもない以下は０人 ※どちらでもない以下は０人

２．内容は理解しやすかったですか？ ６．授業方法に工夫が見られましたか？
強くそう感じる 5人 強くそう感じる 9人
そう感じる 3人 そう感じる 3人
どちらでもない 4人 ※どちらでもない以下は０人

※そう感じない以下は０人 ７．科目への興味が湧きましたか？
３．内容に関心を持つことはできましたか？ 強くそう感じる 6人
強くそう感じる 5人 そう感じる 6人
そう感じる 7人 ※どちらでもない以下は０人

※どちらでもない以下は０人 ８．総合評価
４．教材・機材の使い方は適切でしたか？ 受講が役立つと強く感じる 11人
強くそう感じる ６人 受講が役立つと感じる 1人
そう感じる 6人 ※どちらでもない以下は０人

※どちらでもない以下は０人

■自由意見
・クラスを分けたことで短い時間でも自分も機械
に触れる機会を持てたことが良かった．
・実習機材に触れることができ，実際に数値を
出すことができたので，このようにやるのだと現実
的に学べたことが良かった．
・測定機器の操作や結果の見方の勉強は難し
かったけど，小テストをやることで見直すことができ
て確認できてよかったです．
・特支の授業の中で一番勉強しました．
・先生のわかった欲しいと言う気持ちが良く伝わっ
てきました．


